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私
た
ち
「
杉
並
の
問
題
を
考
え
る
会
」
は
、
今
年
の
春
以
降
、「
西
荻
窪
の
道
路
拡
張
を
考
え
る

会
」
と
協
力
し
な
が
ら
、
専
門
家
を
招
い
て
都
市
計
画
道
路
問
題
の
学
習
会
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
大
事
な
こ
と
を
い
く
つ
も
学
び
ま
し
た
。

住
民
が
本
気
に
な
っ
て
反
対
す
れ
ば
、
い
ま
杉
並
で
予
定
さ
れ
て
い
る
計
画
道
路
３
路
線
の
工
事
も

止
め
る
こ
と
が
で
き
る

―
そ
れ
が
私
た
ち
が
得
た
結
論
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
「
考
え
る
会
」
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
要
約
し
ま
す
。

「考える会」は、杉並区の住民たちが、
自分たち杉並区の住民たちのために
活動する市民グループです。

◉西荻窪の道路拡張を考える会　https://blog.goo.ne.jp/ndk
◉補助133号線を反対する会　http://www.route133.info/

◉（Twitter）高円寺再開発いらない！　@SAVEKOENJI
◉（Twitter）西荻アピール　@nishiogiappeal参考サイト

杉並の都市計画道路
①
　
欧
米
の
先
進
国
で
は
約
40

年
も
前
か
ら
、
自
動
車
優
先
の

社
会
を
見
直
し
、
人
間
の
暮
ら

し
優
先
、
環
境
優
先
の
社
会
に

国
の
基
本
方
針
を
切
り
替
え
て

い
る
。

高
速
道
路
建
設
を
中
止
、
ま
た

は
地
中
化
し
た
ケ
ー
ス
や
、
道
路

か
ら
自
動
車
を
締
め
出
し
た
商
店

街
も
。
そ
の
結
果
、
公
園
や
緑
地

が
増
え
て
街
は
魅
力
を
増
し
、
商

店
街
も
人
出
が
増
え
、
売
り
上
げ

が
増
加
し
た
。
そ
ん
な
実
例
が
欧

米
各
国
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

②
　
そ
れ
に
比
べ
日
本
で
は
田

中
角
栄
の
列
島
改
造
ブ
ー
ム
以

来
、
国
の
道
路
予
算
が
急
増
。

面
積
が
約
25
倍
も
あ
る
ア
メ
リ

カ
の
道
路
予
算
に
並
ぶ
ほ
ど
の

巨
額
に
。

そ
こ
に
「
う
ま
み
」
が
生
ま
れ

道
路
族
と
呼
ば
れ
る
政
治
家
が
出

現
。
お
互
い
の
利
益
を
は
か
る
た

西荻そのままでパレード（11月2日）

と
期
待
し
た
。
し
か
し
区
長
は

住
民
た
ち
に
向
か
っ
て
「
工
事

は
必
ず
や
る
」
と
宣
言
、「
反

対
し
て
も
ム
ダ
だ
ぞ
」
と
暗
に

脅
し
も
か
け
た
。

①
　
道
路
予
算
を
め
ぐ
る
政
官

民
一
体
の
利
権
構
造
は
、
自
治

体
に
も
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
当

て
は
ま
り
、
杉
並
区
も
例
外
で

は
な
い
。
今
年
度
の
区
の
道
路

予
算
は
約
33
億
８
０
０
０
万
円

で
昨
年
よ
り
３
億
円
も
増
え
て

い
る
。

こ
の
巨
費
に
群
が
る
よ
う
に
、

田
中
良
区
長
の
政
治
資
金
パ
ー
テ

⑴
　�

時
代
遅
れ
で
利
権
優
先

そ
れ
が
日
本
の
道
路
行
政

⑵
　�

利
権
が
ら
み

杉
並
の
道
路
行
政
も

⑶
　�

工
事
は
止
め
ら
れ
る

最
後
ま
で
「
N
O
」
を

め
土
木
業
者
を
含
め
た
政
官
民
一

体
の
利
権
構
造
が
出
来
上
が
っ
た
。

以
来
、
日
本
の
狭
い
国
土
に
は
過

剰
な
道
路
予
算
が
、
毎
年
計
上
さ

れ
て
い
る
。
税
金
の
ム
ダ
遣
い
は

明
ら
か
だ
。

③
　
こ
の
数
年
、
全
国
の
高
速

道
路
網
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
た
。

こ
の
た
め
国
は
新
た
な
予
算
確

保
の
材
料
に
、
70
年
以
上
も
前

に
計
画
さ
れ
手
つ
か
ず
の
ま
ま

だ
っ
た
都
市
計
画
道
路
に
目
を

つ
け
た
。

２
０
１
９
年
度
の
国
土
交
通
省

の
道
路
建
設
予
算
は
約
１
兆
８
０

０
０
億
円
。
前
年
度
よ
り
約
９
０

０
億
円
も
急
増
し
た
。
欧
米
の
よ

う
に
時
代
に
合
わ
せ
て
道
路
政
策

を
転
換
す
る
こ
と
も
な
く
、
既
得

権
益
を
守
る
よ
う
に
ひ
た
す
ら
道

路
を
作
り
続
け
る
。
こ
れ
が
日
本

の
道
路
行
政
の
実
態
だ
。

ィ
ー
や
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
は
、

関
係
企
業
の
幹
部
た
ち
が
毎
回
大

勢
参
加
す
る
。
そ
の
資
金
と
票
が
、

田
中
区
長
の
３
選
に
も
つ
な
が
っ

た
。②

　
今
年
７
月
、
西
荻
窪
の
道

路
拡
張
に
反
対
す
る
住
民
た
ち

が
、
地
元
町
会
の
仲
介
で
田
中

区
長
に
面
会
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。
住
民
た
ち
は
区
長
が
要

望
に
応
え
て
く
れ
る
の
で
は
、

区
長
は
最
初
か
ら
、
地
域
住
民

の
暮
ら
し
や
街
に
及
ぼ
す
影
響
な

ど
眼
中
に
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

自
分
た
ち
の
利
権
構
造
を
守
る

の
が
最
優
先
だ
か
ら
だ
。

①
　
こ
の
よ
う
に
都
市
計
画
道

路
は
政
官
民
の
利
権
が
か
ら
む

事
業
だ
。
自
分
た
ち
で
過
剰
な

予
算
を
確
保
し
、
工
事
も
進
め

る
お
手
盛
り
方
式
。
防
災
上
必

要
、
緊
急
車
両
通
行
の
た
め
な

ど
の
説
明
理
由
は
、
工
事
を
正

当
化
す
る
た
め
の
大
義
名
分
に

す
ぎ
な
い
。

「
防
災
上
必
要
だ
か
ら
道
路
を

広
げ
る
」
は
ウ
ソ
で
間
違
い
。
そ

れ
を
証
明
し
た
実
例
が
あ
る
。

阪
神
大
震
災
の
と
き
神
戸
市
長

田
区
で
は
火
災
も
あ
っ
て
多
数
の

犠
牲
者
が
出
た
が
、
そ
の
中
の
真

野
地
区
だ
け
は
奇
跡
的
に
被
害
が

少
な
か
っ
た
。
昔
な
が
ら
の
狭
い

路
地
に
近
所
同
士
の
つ
な
が
り
が

残
り
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
火

も
消
し
た
か
ら
だ
。
逆
に
道
路
を

広
げ
れ
ば
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
は
破
壊
さ
れ
る
。
防
災
力
は
落

ち
る
の
だ
。

「
商
店
街
の
安
全
向
上
の
た
め

に
道
路
拡
幅
を
」
も
間
違
い
。
道

路
幅
が
広
が
れ
ば
商
店
街
は
分
断

さ
れ
、
客
足
は
減
り
、
売
り
上
げ

も
減
っ
て
街
は
衰
退
す
る
。
逆
に

自
動
車
を
締
め
出
し
、
歩
行
者
専

用
に
す
れ
ば
客
が
増
え
、
商
店
街

に
は
活
気
が
戻
る
。

「
地
域
間
の
ア
ク
セ
ス
を
よ
く

す
る
た
め
」
と
静
か
な
住
宅
街
に

新
た
に
幹
線
道
路
を
通
す
計
画
な

ど
は
、
そ
も
そ
も
の
発
想
が
時
代

錯
誤
で
言
語
道
断
。

こ
の
よ
う
に
、
西
荻
窪
、
成
田

東
、
高
円
寺
の
３
地
域
に
と
っ
て
、

都
市
計
画
道
路
は
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
。
行
政
側
は
自
分
た
ち
の

勝
手
な
都
合
で
一
方
的
に
工
事
を

す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
住
民
側

も
自
分
た
ち
の
大
事
な
暮
ら
し
を

盾
に
、
堂
々
と
「
N
O
」
と
主
張

し
、
渡
り
合
っ
て
い
い
は
ず
だ
。

②
　
私
た
ち
住
民
は
、
公
共
工

事
と
な
る
と
住
民
よ
り
行
政
の

立
場
が
強
い
と
思
い
が
ち
だ
が
、

そ
れ
は
逆
。
財
産
権
や
営
業
権

を
も
つ
地
権
者
や
、
店
を
営
業

し
て
い
る
店
子
の
ほ
う
が
立
場

は
強
い
。
工
事
に
先
立
っ
て
土

地
収
用
の
手
続
き
を
す
る
た
め

に
は
、
本
来
行
政
側
が
頭
を
下

げ
、
協
力
を
お
願
い
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

「
自
分
た
ち
の
ほ
う
が
強
い
。

そ
こ
に
気
が
つ
け
ば
住
民
側
が

勝
て
ま
す
」

学
習
会
で
講
演
し
た
専
門
家
は
、

そ
う
断
言
し
た
。

で
は
、
具
体
的
に
対
象
地
域
の

住
民
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

ど
ん
な
に
行
政
側
に
脅
さ
れ
て

も
、
用
地
買
収
交
渉
、
個
別
交
渉

に
応
じ
な
い
。
書
類
に
も
絶
対
に

印
鑑
を
押
さ
な
い
こ
と
だ
と
い
う
。

住
民
た
ち
の
反
対
が
強
け
れ
ば
、

強
制
収
用
も
簡
単
に
は
で
き
な
い
。

そ
の
結
果
、
工
事
を
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

実
際
、
こ
れ
ま
で
全
国
各
地
で
、

埋
め
立
て
工
事
や
ダ
ム
、
原
発
、

ゴ
ル
フ
場
建
設
な
ど
を
、
こ
の
手

法
で
工
事
中
止
に
追
い
込
ん
で
き

た
と
い
う
。

大
事
な
こ
と
は
「
地
域
の
住
民

た
ち
が
反
対
す
る
自
分
の
立
場
を

し
っ
か
り
自
覚
し
、
み
ん
な
で
ま

と
ま
る
こ
と
」
と
専
門
家
は
指
摘

す
る
。

�

（
淳
）

（
注
）�

日
本
と
欧
米
の
道
路
行
政
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
服
部
圭
郎
・
龍
谷
大
学
教
授
の

講
演
、
公
共
工
事
を
止
め
る
手
法
に
つ
い
て
は
、
熊
本
一
規
・
明
治
学
院
大
学
名

誉
教
授
の
講
演
を
そ
れ
ぞ
れ
参
考
に
し
な
が
ら
こ
の
文
章
を
作
成
し
ま
し
た
。

さ
あ
、
あ
と
は
私
た
ち
の
決
断
次
第
。

マ
ジ
で
、
本
気
で
、
道
路
を
止
め
よ
う
!

み
ん
な
で
、一緒
に
、
こ
の
街
守
ろ
う
!!

補助 132（西荻窪）
補助 227（高円寺）
補助 133（成田東）

西荻窪駅

青梅街道

補
助
１
３
２
号

西
荻
窪
駅
南
口
駅
前
再
開
発
の
前
提
？

補
助
１
３
２
号

善
福
寺
川

高円寺駅

早稲田通り

環
七
通
り

補
助
２
２
７
号

高
円
寺
の
ま
ち
を
分
断
す
る
計
画

補
助
２
２
７
号

純情商店街

庚申通り商店街

純情商店街

庚申通り商店街

中
杉
通
り

五日
市街
道

成田東4丁目

成田東3丁目善
福
寺
川

南阿佐ヶ谷駅
区役所

↑阿佐ヶ谷駅

青梅街道
補
助
１
３
３
号

阿
佐
ヶ
谷
北
口
再
開
発
の
次
は
こ
こ
？

閑
静
な
住
宅
街
を
突
っ
切
る
計
画

補
助
１
３
３
号

杉
並
区
内
の
「
第
４
次
優
先
整
備
路
線
」
の
一
部
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「
な
ん
で
人
間
よ
り
道
路
な
の
？
間
違
え
て
い
る
」

�

（
マ
イ
ク
ス
ピ
ー
チ
の
ス
ペ
イ
ン
人・女
性
）

高
円
寺
再
開
発
反
対
デ
モ

1
0
0
人
超
え
る
参
加
者
で
デ
モ
　
西
荻
ア
ピ
ー
ル

地
域
住
民
に
都
の
職
員
が
お
知
ら
せ
配
付

西
荻
そ
の
ま
ま
で

タ
ワ
マ
ン
い
ら
な
い
！

住宅街の真ん中に道路？
133 号線事業概要と測量説明会
成田東3丁目・4丁目を分断する計画始動？

11
月
2
日
（
土
曜
日
）、
西
荻
窪
で
西
荻
ア
ピ
ー
ル
主
催
の

「
西
荻
窪
駅
前
再
開
発
反
対
」
の
デ
モ
（
パ
レ
ー
ド
・
西
荻
ア
ピ

ー
ル
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
10
日
（
日
曜
日
）、

「
S
A
V
E 

K
O
E
N
J
I
・

高
円
寺
再
開
発
反
対
の
デ
モ
（
サ

ウ
ン
ド
パ
レ
ー
ド
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

集
合
場
所
の
高
円
寺
中
央
公
園

で
は
ミ
ニ
集
会
が
開
か
れ
、
高
円

寺
の
商
店
主
や
高
円
寺
を
愛
す
る

外
国
人
な
ど
高
円
寺
を
象
徴
す
る

よ
う
な
多
彩
な
顔
ぶ
れ
の
方
々
が

マ
イ
ク
を
握
り
ま
し
た
。

集
会
で
は
西
荻
窪
地
域

（
1
3
2
拡
張
反
対
）・
成
田
地

域
（
南
阿
佐
ヶ
谷
1
3
3
延
伸
反

対
）、
阿
佐
ヶ
谷
北
東
地
区
の
開

発
反
対
の
方
な
ど
、
他
地
域
の
方

の
訴
え
も
行
わ
れ
、「
も
う
開
発

要
ら
な
い
」
の
広
が
り
を
感
じ
さ

せ
る
ミ
ニ
集
会
と
デ
モ
で
し
た
。

再
開
発
な
ど
の
地
域
に
依
拠
す

る
住
民
の
活
動
は
、
他
の
地
域
に

は
届
き
に
く
く
、
結
果
と
し
て
狭

い
範
囲
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
す
。

他
地
域
の
市
民
ど
う
し
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
訴
え
に
広
が
り
が
生

ま
れ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

サ
ウ
ン
ド
デ
モ
（
パ
レ
ー
ド
）

と
い
う
形
は
、
ど
こ
の
地
域
で
も

簡
単
に
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
示
威
行
動
と
い

う
点
で
は
注
目
度
は
抜
群
で
す
。

高
円
寺
な
ら
で
は
の
ス
タ
イ
ル

に
、
他
地
域
の
市
民
も
参
加
し
た

今
回
の
デ
モ
は
、
杉
並
全
体
の
今

後
に
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。�

（
い
）

11
月
9
日
（
土
曜
日
）、「
阿
佐
ヶ
谷
開
発
問
題
を
考
え
る
シ
ー
ル
投
票
の
会
（
シ
ー
ル
投
票
の
会
）」

の
み
な
さ
ん
が
、
地
域
の
商
店
・
住
宅
を
個
別
に
訪
問
し
、
阿
佐
ヶ
谷
北
東
地
区
開
発
の
問
題
点
の
説

明
と
シ
ー
ル
投
票
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
K
さ
ん
か
ら
原
稿
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

西
荻
南
の
平
和
児
童
遊
園
に
集

合
し
た
参
加
者
は
、「
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ

西
荻
」「
１
３
２
号
線
道
路
拡
張

反
対
」「
タ
ワ
マ
ン
反
対
」「
西
荻

守
る
ぞ
」「
商
店
街
を
壊
す
な
」

な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
な
が

ら
、
沿
道
の
人
と
会
話
し
つ
つ
ア

ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
連
れ
で
の
参
加
も
多
く

見
ら
れ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
聞
こ

え
る
子
ど
も
の
「
西
荻
に
タ
ワ
マ

ン
は
い
ら
な
〜
い
」
に
、「
そ
う

だ
あ
」
と
応
え
る
大
人
が
い
る
な

第
４
次
優
先
整
備
路
線
に
指
定

さ
れ
て
い
る
補
助
１
３
３
号
線
の

成
田
区
間
の
住
民
に
対
し
て
、

「
東
京
都
市
計
画
道
路
補
助
線
街

路
１
３
３
号
線
（
成
田
区
間
）」

の
「
事
業
概
要
及
び
測
量
説
明

会
」
の
お
知
ら
せ
が
配
付
さ
れ
ま

し
た
。

杉
並
区
内
の
第
４
次
優
先
整
備

路
線
の
う
ち
、
１
３
３
号
線
は
、

「
東
京
都
施
行
」
と
い
う
形
で
、

東
京
都
が
主
体
と
な
っ
た
計
画
に

な
っ
て
い
ま
す
。

東京都市計画道路補助線街路
133号線（成田区間）
事業概要及び測量説明会

11月14日（木曜日）
（18：30開場）19：00〜 20：30

杉並第二小学校体育館
�

11月16日（土曜日）
（14：00開場）14：30〜 16：00

東田中学校体育館

１
３
３
号
線
の
延
伸
が
、
第
４

次
優
先
整
備
路
線
に
決
定
さ
れ
て

以
降
、
地
域
住
民
は
、
都
へ
計
画

の
見
直
し
を
求
め
る
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い

よ
、
説
明
会
の
実
施
と
い
う
新
た

な
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
よ
る
と
南
阿
佐
ヶ

谷
駅
周
辺
か
ら
、
五
日
市
街
道
ま

で
つ
な
が
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
に
は
、
住
宅
が
建
ち
並
ん

で
い
ま
す
け
ど
、
本
気
な
の
で
し

ょ
う
か
？�

（
い
）

高円寺スタイル

阿
佐
ヶ
谷
も
忘
れ
な
い
で

訪
問
に
よ
る
対
話
で
シ
ー
ル
投
票

阿
佐
ヶ
谷
北
東
地
区
開
発
計
画

い
つ
も
は
駅
前
で
行
っ
て
い
る

訴
え
と
シ
ー
ル
投
票
で
す
が
、
初

の
試
み
で
商
店
・
住
宅
を
一
軒
ず

つ
訪
問
し
ま
し
た
。

仕
方
な
い
、
と
い
う
方
も
少
な

か
ら
ず
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
方

が
「
け
や
き
屋
敷
は
あ
の
ま
ま
残

し
た
い
！
」
と
。

出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
も
、「
学
校
を
病
院
跡
地

に
行
く
の
は
反
対
」
と
。

た
く
さ
ん
会
話
が
で
き
て
、
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

次
は
杉
並
第
一
小
学
区
の
住
宅

街
に
入
ろ
う
と
相
談
中
で
す
。

杉
並
第
一
小
は
歴
史
的
に
も
、

ま
た
、
避
難
所
に
な
る
こ
と
を
考

え
て
も
今
の
場
所
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

阿
佐
ヶ
谷
で
は
貴
重
な
緑
を
擁

す
る
け
や
き
屋
敷
は
今
の
ま
ま
で

残
し
て
ほ
し
い
で
す
。

こ
れ
は
地
域
の
声
で
す
。

�

（
シ
ー
ル
投
票
の
会
・
K
）

◉優先整備路線の取組み状況については区のサイトか都のサイトで…
◉けやき屋敷のみどりを心配する会　https://www.yashikirin.or参考サイト

ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
（
西
荻

ら
し
い
？
）
パ
レ
ー
ド
に
な
り
ま

し
た
。

北
側
道
路
拡
張
と
、

南
側
駅
再
開
発
は
一
体
？

駅
の
北
側
、
北
銀
座
通
り
（
都

道
補
助
１
３
２
号
線
）
の
拡
幅
計

画
は
、
本
年
度
中
の
事
業
認
可
を

目
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
実
は
、
駅
前
南
側
の
再
開
発

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
に
は

計
画
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

サウンドカー２台仕立てで、
高円寺から阿佐ヶ谷までの、
４㌔強をサウンドパレード。集会では西荻132拡張反対署名も

区役所前で署名活動中の成田チームも合流

と
は
い
え
、
道
路
計
画
で
は
駅

周
辺
の
南
側
道
路
は
幅
20
㍍
に
な

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
北
側
の
拡
幅
が
進
め
ば
、
駅

前
南
側
の
風
景
が
大
き
く
変
貌
す

る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
す
。

「
タ
ワ
マ
ン
反
対
」
と
い
う
主

張
は
、
現
在
都
内
各
地
で
見
ら
れ

る
、
い
わ
ゆ
る
「
再
開
発
」
で
、

道
路
を
拡
張
す
る
→
容
積
率
が
緩

和
さ
れ
る
→
高
い
マ
ン
シ
ョ
ン

（
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
）
が
建
て

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て

い
ま
す
。

都
内
の
各
地
で
見
ら
れ
る
再
開

発
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
民
間
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
よ
る
計

画
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、

「
ど
こ
の
街
で
も
駅
前
に
は
タ
ワ

ー
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
同
じ
風

景
」
が
現
れ
る
の
は
必
然
と
い
え

ま
す
。

「
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
つ
く

る
街
」
と
い
う
考
え
方
へ
転
換
す

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。�

（
い
）

他
地
域
と
も
連
携


